
平成 28年 11月 14日(月) 
 

平成 28年度	 豊橋技術科学大学同窓会	 第３回役員会	 議事録 
 
日	 時：平成 28年 11月 14日(月)	 19:00〜21:00 
場	 所：豊橋駅前サテライトオフィス 
議事録：2系(H28事務局・役員会・総会担当) 
出席者：古野会長，高嶋顧問，(1系)安部，田崎，(2系)稲田，高木，後藤， 
	 	 	 	 (3系)山本，加藤，(4系)中野，栗田、(5系)松本，松尾，岡辺 
 
配布資料 
・平成 28年度	 豊橋技術科学大学同窓会	 第 2回役員会	 議事次第 
・同窓会と大学との関わりについて 
・帰国留学生同窓会設置状況 
・新 2系・新 3系合同同窓会(第 2回三志会)実施報告 
・機械工学系・機械システム工学系(エネルギー工学系)・生産システム工学系合同同窓会 
・豊橋技術科学大学同窓会会報(No.34)	 原稿ご執筆のご依頼の件について 
・活躍する元国費外国人留学生等についてのフォローアップ(依頼) 
・平成 28年度	 豊橋技術科学大学同窓会	 定例総会	 議事録案 
 
【審議事項】  
(1) 駅前サテライトオフィスの同窓会での利用について (古野会長) 
	 今後，オフィスの借用値段の確認および事務所としての活用方法を検討する。 
 
(2) 名簿システムの登録情報更新方法の変更について (1系田崎) 
	 本人確認の強化のため，各系の名簿係が ID，Password 発行を担当することが役員会で承
認された。今後，各系名簿係に了承を得る。入学時の ID，Password 発行は総務課と相談し
て進める。 
 
(3) OGネットワークについて (4系中野) 
	 OG の同窓会データベースをもとに女性の研究支援情報や公募情報の発信を行うことが
承認された。発信するメール内容は事前に役員で確認する。今後，本ネットワークを活用し

たイベントも検討する。 
 
(4) 研究者のベビーシッター支援について (4系中野) 
 東⼯⼤のベビーシッター⽀援制度について紹介があった。実施する場合は，現状の同窓会
パーティ補助と同様に申請によって対応する案が出された。今後，⼤学全体の⽀援状況含め
て⽀援案を検討する。 
 
(5) 三機関合同同窓会 
①ミャンマー(10/21)	  10名の参加があり教員が多かったと報告があった。今後，現地ネッ
トワーク強化が期待できる。 

②スリランカ（12/17）	 高嶋顧問が参加することに決まった。また，TUT同窓生への会費
補助が承認された。現地は約 30名の OB/OGがおり，今回 6〜7名の参加予定。代表・副
代表の決定を行い，現地のネットワーク強化を行う。 

 
(6) 名簿システムへの特別会員（本学現職・退職教職員）の登録について  
	 データベースの活用のため名簿システムへ特別会員(本学現職・退職教職員)の登録が承認



された。石田先生の秘書に依頼して登録を進める。秘書の方の名簿登録の際の管理者権限を

田崎先生が確認する。 
 
【報告事項】  
(1) 新 2・3系合同同窓会（第 2回三志会）実施報告 (2系稲田) 
	 新 2・3系および旧 3・4・7系の同窓生に加え，関連系の名誉教授，退職教員，現職教職
員，本学在籍経験のある教職員を含め総計 127名の参加があり盛況であった。次回 2020年
の開催を予定している。三志会の予算について配布資料をもとに説明があった。会報で実施

報告を行う。 
 
(2) 新 1系同窓会準備状況(1系安部) 
	 12月 3日(土)15:00〜	 名豊ビル開催予定である。現状，合計 59名参加予定（現職教職員
関係 17名，OB教員関係 3名，OB/OG関係 40名）となっている。予算案について配布資料
をもとに説明があった。 
 
(3) 同窓会報 No.34について(3系加藤) 
	 配布資料をもとに説明があり，原稿の締切は 11月 30日と報告があった。 
 
(4) 他大学の同窓会と大学との関わり・協力状況について(高嶋顧問，2系稲田) 
①他学の同窓会の交流実績案の分析まとめは 2 系が対応する。次回役員会までにまとめて
報告する。 

②本学が文科省に提出する今後の海外同窓会の活動方法案を確認した。各国の代表者のメ

ールアドレスの開示は各国代表者に確認を行う。 
 
(5) 開学 40周年記念寄付金について（古野会長） 
	 同窓会の目標値 800万円を達成したと報告があった。 
 
(6) 平成 28年度	 豊橋技術科学大学同窓会	 定例総会	 議事録案(2系高木) 
 議事録の確認を⾏った。 
 
(7) 同窓会会⻑賞（古野会⻑） 
 各系⻑に受賞者選出の依頼を古野会⻑から⾏う。授賞式を卒業・修了式に⼊れることを局
⻑に依頼する。 
 

以上 


